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三重とこわか国体競技会における

新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン

i※ 示ガィFラインは、「新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた三重県指 i
針J、「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドラインJ(公益財;

匝法人日本スポーツ協会・公益財団法人日本障害者スポーツ協会)、各中央競 i
技団体等が定めるガイドライン、各業界団体が定めるガイドライン等を参考!

に、三重とこわか国体の競技会開催に向け、新型コロナウイルス感染症の感染 i

リスクを抑え、安全・安心な競技会運営とすることを目的に作成しました。!

※ 本ガイドライシでは、競技会における各主体の役割分担や競技会の参加者が;

遵守すべき事項を定めるとともに、市町実行委員会及び競技団体において、実 i
施することが望ましい標準的な対策をとりまとめており、対策を検討するにあ!

たっての「判断の慕準Jとして活用していただくことを想定しています。 I

※ なお、本ガイドラインは、新型コロナウイルスの感染拡大等の状況に応じて、!

?時必?な改訂を行っていきます。 j

三震とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会
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1 呂的

本ガイドラインは、三重とこわか国体の競技会開催にあたって新型コロナウイル

スの惑染防止のため、競技会における、各主体の役割分担や参加者が遵守すべき事

項を定めるとともに、市町実行委員会及び、競技団体において実施することが望まし

い標準的な対策をとりまとめたもので、ある。

なお、競技回有の特性により必要となる対策は、各中央競技団体等が定めるガイ

ドラインに従い実施するものとする。

2 対象競技

本ガイドラインは、正式競技、特別競技、公開競技、デモンストレーシ十ヨンスポ

ーツを対象とする。

3 役割分担

( 1 )祭実行委員会

①本ガイドラインを作成し、関係者へガ、イドラインの周知を行う。

②競技開始日以前、競技会実施B、競技終了日以降の各時点における、陽性者(疑

いを含む)の対応に!ついては、別途、基準を定める。

(2 )市町実行委員会

①参加者(競技会役員、競技会係員、競技会補助員、ボランティア、観客、報道

員、視察員、会場設営・売庖事業者等)の体調把握を行う。

②本ガイドライン等に基づき、各競技会場における具体的な感染防止対策を競技

団体と検討し、実施する。

③競技開始日以前、競技会実施目、競技終了呂以降の各時点における、湯牲者(疑

いを含む)の対応については、別途、県実行委員会が定める基準に沿って対応

する。

③参加者全員分の体調管理チェツクシートを保管し、保管期間終了後は廃棄する。

( 3 )競技団体

①参加者(競技役員、競技補助員)の体調把握を行う。

②各中央競技団体等が定めるガイドラインに基づき、適切な感染防止対策を講じ

た競技運営を実施する。

③競技開始日以前、競技会実施日、競技終了日以降の各時点における、陽性者(疑

いを含む)の対応については、別途、県実行委員会が定める基準に沿って対応

する。

@:体調管浬チェツクシート(選手団分)のとりまとめについて、市町実行委員会

と協力して実施すること。

(4 )選手団

①参加者(選手・監督(チームスタッフを含む))の体調把握を行う。

②競技開始B以前、競技会実施目、競技終了日以降の各時点における、陽性者(疑



いを含む)の対応については、別途、 l果実行委員会が定める基準に沿って対応

する。

( 5)その他(共通事項)

①参加者は、厚生労働省の接触確認アプリ rCOCOAJ及び三重県の「安心みえる LINEJ

を活用することが望ましい。

②県実行委員会、市町実行委員会、競技団体は競技補助員・競技会補助員として

参加する生徒の安全・安心の確保及び負担軽減のため、役割分担の見直し等を

行い、必要人数の削減に努めること。

4 参加者において遵守すべき事項

( 1 )選手・監督(チームスタッフを含む)

a体調管理チェツクシートにより、競技会実施2週間前からの健康状態を確認す
ること。

②期間中は毎日検温を実施し、選手間の代表者は、全員分の体調管理チェツクシ

ートの記載を確認したうえで、市町実行委員会へ提出すること。

③競技中以外は、原則としてマスクを着用すること。

(2 )競技役員・競技補助員

cr体調管理チェツクシートにより、競技会実施2週間前からの健康状態を確認す
ること。

②期間中は毎日検温を実施し、競技団体は、全員分の体調管理チェツクシートの

記載を確認したうえで、市町実行委員会へ提出すること。

G:会場内では、原則としてマスクを者用すること。

(3 )競技会役員、競技会係員(市町職員)、競技会補助員、ボランティア

①体調管理チェツクシートにより、競技会実施2週間からの健康状態を確認する

こと。

②期間中は毎日検温を実施し、体調管理チェツクシートを市町実行委員会へ提出

すること。

③会場内では、原則としてマスクを着用すること。

(4 )報道員

¢体調管理チェツクシートにより、競技会実施2週間前からの健康状態を確認し、

市町実行委員会へ提出すること。

②入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィ一等による検温を受けること

③会場内では、原則としてマスクを着用すること。

④取材は事前申請とし、取材臼ごとに受付を行うとともに、報道員 IDと報道員

ピブス及び自社腕章を着用すること。

⑤取材人数は、出来る限り少なくすること。

⑥図み取材・インタビューは、競技者同意のもと、ソーシャルディスタンス(競

技者と取材者および取材者同士の距離)を確保し実施すること。
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(5 )視察員

¢体調管理チェツクシートにより、競技会実施2週間前からの健康状態を確認し、

市町実行委員会へ提出すること。

②入場待には、非接触型体温計・サーモグラフィ一等による検温を受けること。

@会場内では、原則としてマスクを着用すること。

( 6)会場設営・売庖事業者等

①体調管理チヱツクシートにより、競技会実施2週間前からの健康状態を確認す

ること。

②来場前に検温を実施し、代表者は全員分の体調管理チェツクシートの記載を確

認したうえで市町実行委員会へ提出すること。

c0会場内では、原則としてマスクを着用すること。

(7)観客

①氏名及び連絡先の提出等、市町実行委員会の要請に協力すること。

②入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィ一等による検温を受けること。

也会場内では、原則としてマスクを着用すること。

④飛沫感染や接触感染防止のため、以下による応援は控えること。

(ア)大声で歌を歌う、大声を出しての応援、指笛

(イ)メガホン、 トランペットなど道具・楽器の使用

(ウ)タオル、フラッグ等を振り回す

(エ)ハイタッチ、肩総み

5 会場内において実施すべき事項(市町実行委員会及び競技団体において実施)

( 1 )競技エリア

競技思有の特性により必要となる対策は、各中央競技団体等が定めるガイドラ

インに従い実施すること。

( 2 )受付等

①受付には、手指消毒用アルコールを設霞すること。

②人と入が対面する場所は、アクリル板、透明ビニールカーテン等で遮蔽する、

またはフェイスシールド等を準備し、対応すること。

③参加者が距離をおいて(できるだけ2m、最低 1m)並べるように目印の設置

等を行うこと。

(3 )手洗い場所・トイレ

①手洗い場には石鹸(ポンプ型が望ましい)を用意すること。

②手洗い後に手を拭くためのマイタオルの持参を求めること(手指を乾燥させる

設備は使用しないこと)。

③トイレ内の複数の参加者が触れると考えられる場所(ドアノブ、水洗トイレの

レバー等)については、こまめに消毒すること。

④手洗いが難しい場合は、手指消毒用アルコールを用意すること。
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(4 )控室・更衣寒等の諸室

①広さにはゆとりを持たせ、密になることを避けること。

②ゆとりを持たせることが難しい場合は、一度に入室する参加者の数を制限する

等の措置を講じること。

③室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所(ドアノブ、ロ

ッカーの取手、テーブル、精子等)については、こまめに消毒すること。

④換気扇を回す、窓を開ける等、換気に配慮すること。

(5 )観客席

①屋内競技では収容定員の 50%以内とする。

②屋外競技で、収容定員のある会場は、収容定員の 50%以内とする。

③収容定員のない会場は、人と人との距離を十分に確保する (1m以上)。

④仮設スタンド等、収容可能人数の算出が可能な観客席を設置する場合は、収容

可能人数の 50%以内とする。

( 6 )取材エリア

①会場(取材エリア/ミックスゾーン/撮影エリア/プレスルームなど)の規模

により人数を設定し制限すること。

②ミックスゾーンは原則、設置しないこととし、設置する場合は柵などでソーシ

ャルディスタンスを確保し、 3密を防ぐこと。

③撮影エリアはソーシャルディスタンスで区切ること。または設定できる撮影エ

リア内でのソーシャルディスタンスをカメラマン同士で調整するよう呼びかけ

ること。

④マイク、スピーカーの利用や、オンラインの活用など競技者とメディアの位置

を分ける方法も検討すること。

(7)おもてなし、売底、休憩所等

①出活(出展)場所には、透明ビニールカーテンやアクリル板等を設置すること。

②出活(出展)者は、マスク・手袋等を着用し、金銭のやり取りはトレーを介し

て行うこと。

③参加者が距離をおいて(できるだけ2m、最低1m)並べるように目印の設置

等を行うこと o

@:休憩、所を設置する場合は、密を避けることができるよう座席数に留意し、対面

での飲食は避けること。設置する備品(テーブル・いす等)は定期的に消毒す

ること。

⑤これら①~④の感染防止対策を講じることができない場合は、設置を中止する

こと。
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6 宿泊、輸送

( 1 )宿泊

(県実行委員会及び市町実行委員会(合同配宿業務)において実施)

①配宿予定宿泊施設に対し、宿泊施設説明会等の機会を通じ、最新の「宿泊施設

における新型コロナウイルス対応ガイドライン(全国旅館ホテル生活衛生向業

組合連合会、日本旅館協会、全日本シティホテル連盟)Jの遵守を依頼する。

~宿治者に対し、下記「宿泊にあたっての留意事項J について宿泊申込のWeb

システム等により協力依頼を行う。

(市町実行委員会において実施)

CI宿泊者に対し、下記「宿泊にあたっての留意事項」について各種案内等により
協力依頼を行う。

「宿泊にあたっての留意事項J

ア基本的な留意事項

(ア)宿泊者同士の接触をできるだけ避け、対人距離(できるだけ2mを目

安に最低1m)を確保する
(イ)マスクを着用する

(ウ)定期的に手洗い・手指消毒を行う

イ各エリアや場面における留意事項

(ア)入館時には、手指消毒を行う

(イ)チェックイン時は、できる限り代表者がまとめてチェックインを行い、

宿 泊者は一つの場所に屈まらず、分散して待機する

(ウ)エレベーターを利用するときは、過密状態にならないようにして乗車す

る

(エ)宿泊する部屋では、一定時間ごとに部屋の窓を開けて換気する

(オ)大浴場等における入浴中は、対人距離を確保するとともに、浴室、浴槽

内における会話は控える

(カ)大浴場の休憩室では、対商で会話をしないようにする

(キ)化粧品・ブラシ等は持参する

(ク)食事会場では、入場時の手洗い又は手指消毒を行うとともに、食事開始

までマスクを着用する

(ケ)自席での食事中以外(テーブル間の通行や移動等)においてマスクを着

用する

(コ)トイレの藁を閉めて汚物を流すようにする

(2 )輸送

<公共交通機関等における感染予防>

①参加者が公共交通機関等を利用して移動する際は、マスクの着用及び会話の手

控え、石けんによる手洗い、手指消毒周アルコールによる消毒などの基本的な

感染予防を徹底すること。
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<計画パス・シャトルパスにおける感染予防>

(県実行委員会において実施)

①パス事業者に対し、最新の「パスにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガ

イドラインJ(日本パス協会)及び「貸切パスにおける新型コロナウイルス対応

ガイドラインJ(貸切パス旅行連絡会)に沿った感染予紡対策(パス車内におけ

る手指治毒剤の装備、運行中の車内換気、仕業終了後の車内消毒等)の確実な

実践の遵守を依頼すること。

(市町実行委員会において実施)

①パス事業者に対し、最新の「パスにおける新型コロナウイルス感染予坊対策ガ

イドラインJ(日本パス協会)及び「貸切パスにおける新裂コロナウイルス対応

ガイドラインJ(貸切パス旅行連絡会)に沿った感染予防対策の確実な実践の遵

守を確認すること。

②輸送業務に従事する市町職員等は、マスクを着用し、乗車時には手指消毒を行

うこと。また、パス利用者と接点のある者については、必要に応じて手袋を着

用すること。

③パスの待合所を設置する場合は、手指消毒用アルコールを設置し、パス利用者

ができうる取りのソーシャルディスタンスをとるよう協力を求めること。

④乗車時、降車時にパス車内の通路に滞留ができないように、留意すること。

⑤パスの待合所やパス車内において、パス利用者に対し、以下のことについて、

看板の掲示やアナウンス等により協力依頼を行い、感染予防対策を徹底するこ

と。なお、パス車内におけるアナウンスについては、音声や映像の放送、可能

な限り前方を向いて行う等、工夫に努めること。

(ア)マスクを着用する

(イ)会話の手控え、特に大声による会話は原則禁止する

(ウ)乗車時及び再乗車時に手指を消毒する

(エ)車内における飲食をできる限り避ける

(オ)ゴミは原則持ち帰る

(カ)降車時、通路に立ち列ができないよう順次に離席する

⑥計画パスについては、できる限り同じ利用者が向じ席に乗車するよう誘導する

こと。

7 監督会議、開始式、表彰式(市町実行委員会及び競技団体において実施)

( 1 )監督会議

①監督会議は、感染防止の観点から、市町実行委員会及び競技団体で協議し、事

前に必要な連絡事項をメール、書面等で周知する等の工夫を検討し、実施しな

いととが望ましい。実施する場合は、参加人数の制限による間隔の確保など感

染防止対策を講じること。
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( 2 )開始式、表彰式

①各競技の開始式は、感染防止の観点から、実施しないことが望ましい。実施す

る場合は、参加人数の制限による間橋の確保やプログラムの見直しによる時間

短縮など感染防止対策を講じること。

②表彰式を実施する場合は、参加人数の制限による潤隔の確保やプログラムの見

直しによる時間短縮など感染防止対策を講じること。

8 その他

本ガイドラインは、新型コロナウイルスの感染拡大等の状況に応じて、随時改訂

を行う。
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